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30. 山口直之、田渕真惟子、北山 素、橋口慶一、松島加代子、赤澤祐子、竹島史直、宿輪三郎、中

尾一彦: 食道 ESD 後狭窄に対する周術期管理．第 11 回日本消化管学会総会学術集会．2019

年 2 月 1 日-3 日 佐賀 

31. 松島加代子、田渕真惟子、北山 素、橋口慶一、南 ひとみ、赤澤祐子、山口直之、竹島史直、浜

田久之、中尾一彦: 当院におけるクローン病症例に対するウステキヌマブの使用経験．第 11 回日

本消化管学会総会学術集会．2019 年 2 月 1 日-3 日 佐賀 

32. 藤本成明、松山睦美、中島正洋: 新生仔期での甲状腺被曝で特異的に誘発される甲状腺病変．

第 35 回日本毒性病理学会総会．2019 年 1 月 31 日‐2 月 1 日 東京 

 

ポスター発表 

1. 山形真祐美、新野大介、平山三国、今泉利信、田中 圭、山本優里香、シン友喜、大館拓真、穴

見正信、岸川正大、中島正洋、福岡順也: 甲状腺の好酸球増多を伴う硬化性粘表皮癌の一例． 

第 58 回日本臨床細胞学会秋期大会．2019 年 11 月 16 日-17 日 岡山 

2. 大館拓真、平山三国、今泉利信、田中 圭、山本優里香、シン友喜、山形真祐美、穴見正信、岸

川正大、福岡順也: 唾液腺分泌癌の一例．第 58 回日本臨床細胞学会秋期大会．2019 年 11 月

16 日-17 日 岡山 

3. 松山睦美、七條和子、松田勝也、三浦史郎、近藤久義、中島正洋: ラット甲状腺の急性期放射線

感受性におけるオートファジー阻害剤ヒドロキシクロロキンの影響．日本放射線影響学会第 62 回

大会．2019 年 11 月 14 日-16 日 京都 

4. 本多明日美、梅崎 靖, 杉見 創、福田雅史、安日一郎、大坪智恵子、伊東正博: 子宮頸部癌肉

腫の 1 例．第 61 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会．2019 年 7 月 4 日-6 日 新潟 

5. 梅崎 靖、伊東正博、大坪智恵子、三原裕美、福田雅史、安日一郎: 子宮に発生した高異型度神

経内分泌癌の免疫組織化学的検．第 61 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会．2019 年 7 月 4 日

-6 日 新潟 

6. シン友喜、平山三国、今泉利信、田中 圭、山本優里香、大館拓真、山形真祐美、新野大介、福

岡順也: 胸水中に出現した唾液腺導管癌の一例．第 60 回日本臨床細胞学会．2019 年 6 月 7 日

-9 日 東京 

7. 田中 圭、平山三国、今泉利信、シン友喜、山本優里香、大館拓真、山形真祐美、穴見正信、新

野大介、福岡順也: 後腹膜に発生した骨外性 Ewing 肉腫の一例．第 60 回日本臨床細胞学会．



2019 年 6 月 7 日-9 日 東京 

8. 酒匂あやか、池岡俊幸、厨 源平、戸次鎮宗、大坪智恵子、伊東正博、前田茂人: バセドウ病術

後に肝機能障害を呈し、自己免疫性肝炎の診断に至った一例．第 92 回日本内分泌学会学術総

会．2019 年 5 月 9 日-11 日 宮城 

9. 添田李子、大坪智恵子、梅崎 靖、三原裕美、福田侑甫、岩永 希、三浦史郎、伊東正博: 剖検に

て判明した好酸球性心筋炎・心内膜炎を伴う多発性結節性血管炎の一例．第 108 回日本病理学

会総会．2019 年 5 月 9 日-11 日 東京 

10. Luong TMH, Matsuda K, Kurohama H, Niino D, Ito M, Nakashima M: Immunofluorescence analysis 

of 53BP1 expression in follicular lymphoma : conmparison with benign lymphoid lesions. 第 108 回

日本病理学会総会．2019 年 5 月 9 日-11 日 東京 

11. 三浦史郎、日野直之、中鋪 卓、宮明寿光、秋葉 純、中島正洋: レゴラフェニブによる薬剤性肝

障害の一解剖例．第 108 回日本病理学会総会．2019 年 5 月 9 日-11 日 東京 

12. 松岡優毅、内藤愼二、田場 充、宮下光世、白藤智之、三浦史郎、中島正洋: 化生癌を伴う両側

乳頭癌の 2 症例．第 108 回日本病理学会総会．2019 年 5 月 9 日-11 日 東京 

13. 黒濵大和、山下弘幸、中島正洋: Basedow病を背景とした乳頭癌様の核所見を有する結節性病変

の特徴解析．第 108 回日本病理学会総会．2019 年 5 月 9 日-11 日 東京 

14. Mussazhanova Z, Rogounovitch T, Saenko V, Krykpayeva, Espenbetova M, Yamashita S, 

Nakashima M: SNP study associated with risk papillary thyroid carcinoma in the Kazakh 

population: clinicopathological and SNP-SNP interactions. 第 108 回日本病理学会総会．2019 年

5 月 9 日-11 日 東京 

15. 大坪智恵子、梅崎 靖、三原裕美、前田茂人、伊東正博、有馬信之: 発生母地として葉状腫瘍が

推測された乳腺原発扁平上皮癌の1例．第108回日本病理学会総会．2019年5月9日-11日 東

京 

16. 橋口慶一、大仁田 賢、赤澤祐子、中尾一彦: 当院で経験した胃底腺型胃癌についての検討．

第 91 回日本胃癌学会総会. 2019 年 2 月 27 日-3 月 1 日 静岡 

17. 山本浩之、荻原久美、田渕真惟子、北山 素、橋口慶一、松島加代子、赤澤祐子、山口直之、竹

島史直、中尾一彦: ミゾリビン及びステロイド投与により EB ウイルスリンパ増殖性疾患を来した小

腸炎の 1 例．第 15 回日本消化管学会総会学術集会. 2019 年 2 月 1 日-3 日 静岡 

18. 藤本成明、松山睦美、中島正洋: ラット新生仔期甲状腺への放射線被曝で誘発される甲状腺機

能不全．第 92 回日本内分泌学会学術総会．2019 年 5 月 9 日-11 日 宮城 

19. 定金敦子、米原修治、西坂 隆、中島正洋、Alina Brenner、小笹晃太郎: 女性の原爆被爆者にお

ける放射線関連乳がんの内因性サブタイプ．第 29 回日本疫学会学術総会．2019 年 1 月 30 日-2

月 1 日 東京 

 

受 賞 



1. 中島正洋: 第62回日本甲状腺学会学術集会コスミック研究創成賞. 2019年10月10 日-12日 群

馬 

2. Mussazhanova Zhanna: 第 62 回日本甲状腺学会学術集会若手奨励賞. 2019 年 10 月 10 日-12

日 群馬 

3. 赤澤祐子: 2019 年度ソロプチミスト日本財団 女性研究者賞．2019 年 10 月 9 日 京都 

4. Luong Thi My Hanh: 第 108 回日本病理学会総会学生・研修医ポスター優秀演題賞．2019 年 5

月 9 日-11 日 東京 

5. 佐藤綾子: 20th International Congress of Cytology Best ePosters-Thyroid. 2019 年 5 月 5 日-9

日 シドニー, オーストラリア 

 

科学研究費 

1. 赤澤祐子: 科学研究費補助金（基礎研究 C）：被ばく者癌における遺伝子変異シグネチャー解析 

429 万円 (2019-2021) 

2. Mussazhanova Zhanna: 科学研究費補助金（若手研究）：分子異常をエビデンスとした高リスク乳頭

がんの形態学的形質分析 416 万円 (2019-2021) 

3. 七條和子: 科学研究費補助金（基礎研究 C）：内部被ばくの分子病理学的影響検出と周辺細胞

の Patho-マイクロドジメトリー解析 442 万円 (2018-2020) 

4. 松山睦美: 科学研究費補助金（基礎研究 C）：ラット甲状腺の放射線感受性と発がんにおけるオ

ートファジーの影響 494 万円 (2017-2019) 

外部資金 

1. 中島正洋: 武田科学振興財団 特定研究助成金：全ヒトゲノム配列で明らかにする放射線被ばく

影響の時間的経過とその結果 5000 万円（分担金 1500 万円）（2016-2019） 

2. 赤澤祐子: 公益財団法人ソロプチミスト日本財団: 放射線被ばく発がんの遺伝子変異シグネチャ

ー解析 300 万円（2019-） 


